
1

北村朋幹さん応援レポート
～ベートーヴェンをたたえて ２～

９人のピアニストによる

ピアノ・ソナタ全32曲演奏会
2015年11月１日（日） 狛江 エコルマホール

ベートーヴェンのピアノ・ソナタ全32曲のコンサート
「９人のピアニストによるピアノ・ソナタ全３２曲演
奏会」。

『ベートーヴェンをたたえて』とのサブタイトルの
もと、10月下旬から開催が始められている。

会場のエコルマホール開館20周年を記念したこ

の企画、「ピアノの新約聖書」とも言われ、ピアノ
作品の金字塔でもあるベートーヴェンのピアノ・
ソナタ全32曲を、全９回、９人のピアニストが表
現していくという構成である。

４日にわたって開催されてきた演奏会、すでに
名だたるピアニストの方々により、１番から27番
までが演奏され、本日が会期最終日となる。

＜プログラムに掲載されていたQ＆Aをご紹介＞

Ｑ：「あなたにとってベートーヴェンの
ピアノ・ソナタとは？」

北村さん；
「約250年前に生きた、偉大な人生の大先輩の

日記。その作曲された年代により共感出来たり、
これから自分が進むべき道を示してもらえたりし
ます」

本日のプログラムは、ベートーヴェンの後期ソナ
タに位置づけられるソナタ第28番と、第29番。
「ハンマークラヴィーア」として知られる第29番は、
全32曲の中でも、最も長大かつ難易度が高いと
いわれる大作である。

ネット上には「北村さんの、ハンマークラヴィーア
は聴かなければ！」といった声も。

久しぶりの日本でのリサイタルでもあり、ファンの
方々の期待も大きい。

エコルマホールロビー。天井の照明灯が幻想的

エコルマホール入口
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高い精神性、情熱あふれでる圧巻の演奏

北村さん登場。

最初の曲、ソナタ28番。歌うようにやわらかい

音色で開始。第２楽章は一転、弾むように、し
かし力強く。艶やかに終わる第３楽章まで、内
面からにじみ出るような演奏に圧倒される。

休憩ののち、いよいよソナタ第29番「ハンマー
クラヴィーア」。

北村さん、ピアノに向き合い、力強い和音とと
もに演奏開始。

いや、圧巻。力強さと繊細さ。弾む音と抑えた
音。情熱的で説得力溢れる演奏の余韻が客
席にも漂う。

エコルマホール。客席より舞台を臨む

「ブラボー！」が飛び交うなか、北村さんがマイク
を片手に再度登場。

「・・・偉大なベートーヴェンの作品の後に、あまり
しゃべりたくないんですが、(先に演奏された)どな
たかが、このパターンにしてしまったらしく(笑)」

「・・・弾かせていただく方もそうですが、聴かれる
方もかなりエネルギーを要されたのではないか
と」。

『ハンマークラヴィーア』、この曲を弾くためには
高い集中力が求められ、

「・・・演奏を終えたとたんにパタっと倒れこんだ
り」

「・・・夢の中で、続きのフレーズが出てこずに目
が覚めたり」と、

まさにこの作品に「取り憑かれたかのような」練
習の日々であったとのこと。

ベートーヴェンがこの作品を世に出す際、「この
29番は理解されるのに50年を要するだろう」と
語ったとの話も披露された。

20歳のときに伊藤恵先生に薦められ、21歳から、
この作品に取り組み始めたという北村さん、
「・・・今24歳。３年経ちましたから、あと47年。

『本当にこの作品を理解することができた』と言
い切れる日が来ることを目指して、弾き続けたい
と思います」と、笑顔とともに力強く語ってくれた。
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「この大作に、一歩一歩近づいていきたい」

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

〈プログラム〉
ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン（1770-1827）
ピアノ・ソナタ第28番イ長調 作品101
ピアノ・ソナタ第29番変ロ長調 作品106

「ハンマークラヴィーア」

ピアノ： スタインウェイ

終演後のサイン会の様子

楽屋にて。黒にチーフの赤が素敵でした

終演後の北村さんに話を聞いた；

「・・・ベートーヴェンの曲を弾くというのは、終わ
りがないですから。もちろん、どんな曲でもそうで
すが、ベートーヴェンを弾くというのはそういうこ
とだと感じながら弾いています」

「・・・今日弾いた29番、50年かけて理解できるの
かもしれない。そういう意味では、今は初めの一
歩、初めの数歩くらいなんだろうなと思っていま
す」

「・・・冗談ではなく、この曲（29番）には、全部もっ
ていかれてしまうんです。弾き終えた後に現実
世界に戻ってくるのが少し大変だったりします」

本当に。聴いているほうも息を呑むほどに。

「・・・29番をリサイタルで弾くのは５回目くらいです。
演奏するのも、プログラムに組むのも、聴いていただ
くのも大変な曲ですから、弾く機会をいただけること
を、ありがたく感じています」

－（29番に取り組み始めた）21歳の時と、24歳の今；

「・・・弾き方や表現の方法など、取り組み始めたとき
よりは、少しだけでも作品に近づいてきているという
感覚があります。それはあきらかにあります。・・・少
しの一歩ですけれど」
「・・・そうした感覚を得ることが、自分にとって本当に
財産となることだと感じています。演奏の機会をいた
だくことの自分にとっての意味は、そこにあるなと」

「・・・本番はただただ結果にすぎないですから。
自分のなかで大切に準備していっても、本番で（それ
が）出ないこともあります。アクシデントが起こることも
ありますし。
でも、自分の中に”ある”ものがなかったら、表面上準
備していっても、本番で出すことはできませんから」

－あと47年、この気持ちのもとに、一歩一歩近づいて
いかれるのだな・・・と演奏同様に聞き入ってしまった。

次の日本でのソロは12月の財団コン
サート。曲はベートーヴェンの「６つのバ
ガテル op.126」。

「・・・ベートーヴェンが32曲のソナタのそ
ののちに書いた一番最後の楽曲です。

ずっとあこがれていた曲で、初挑戦です。
初めてっていうのは怖いところもあるん
ですが、初めてだからできることもあり
楽しみです。楽しみにしていただけたら
いいなと思っています」

北村さん、素敵な演奏でした。
12月を楽しみにしています！
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（中１ページ目）】
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【コンサート・フライヤー（中２ページ目）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【コンサート・パンフレット】


